
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 北海道財務局長

【提出日】 平成28年２月12日

【四半期会計期間】 第62期第１四半期（自　平成27年10月１日　至　平成27年12月31日）

【会社名】 株式会社ダイイチ

【英訳名】 DAIICHI CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　鈴木　達雄

【本店の所在の場所】 北海道帯広市西20条南１丁目14番地47

【電話番号】 ０１５５（３８）３４５６（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役総務兼企画ＩＲ担当　　川瀬　豊秋

【最寄りの連絡場所】 北海道帯広市西20条南１丁目14番地47

【電話番号】 ０１５５（３８）３４５６（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役総務兼企画ＩＲ担当　　川瀬　豊秋

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

証券会員制法人札幌証券取引所

（札幌市中央区南一条西五丁目14番地の１）

 

EDINET提出書類

株式会社ダイイチ(E03340)

四半期報告書

 1/15



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第61期

第１四半期連結
累計期間

第62期
第１四半期連結

累計期間
第61期

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成27年
　９月30日

売上高 （千円） 9,439,648 10,087,288 36,608,043

経常利益 （千円） 410,868 488,918 1,139,808

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 269,382 332,727 714,554

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 275,486 327,716 727,654

純資産額 （千円） 8,275,066 8,969,182 8,727,165

総資産額 （千円） 16,942,906 17,630,660 16,679,445

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 47.15 58.24 125.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.8 50.9 52.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を、「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　また、当社グループは、単一セグメントであるため、事業セグメントを一括して記載しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業収益の向上などにより緩やか

な景気回復傾向にあるものの、設備投資の抑制や中国を中心とする新興国経済の減速懸念が高まるなか、経済環

境は依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻くスーパーマーケット業界は、原材料価格の高騰や生鮮食品の相場高、同業他社との価

格競争の激化に加え、消費者の節約志向が一段と強まるなど、非常に厳しい経営環境が続いております。

　このような経営環境のもとで当社グループは、食品を中心に地域に密着したスーパーマーケットとして、お客

様からの高い支持と信頼をいただけるよう、新鮮かつ安全で安心な商品の提供に努めるとともに、お客様の要望

にお応えする付加価値の高い商品の提案、値ごろ感を重視した価格政策、地域の特性に合わせた品揃えの強化、

従業員教育の推進によるサービスレベルの向上などにより、店舗における販売力の強化に取り組んでおります。

　株式会社イトーヨーカ堂との業務提携につきましては、情報の共有化を積極的に図るとともに、共同による商

品作りと売り場作り、合同の販売促進企画の実施などを進め、競合各社との競争力強化に努めております。

　また、販売本部及び商品本部の活性化を図り、売上総利益率の改善による収益力の向上と商品開発による商品

力の強化、福利厚生の充実と人材育成のための教育制度の充実などに取り組んでまいりました。

　地域別の売上高につきましては、帯広ブロックは44億47百万円（前年同期比2.8％増）、旭川ブロックは29億

87百万円（前年同期比4.2％増）、札幌ブロックは26億49百万円（前年同期比18.2％増）となりました。また、

既存店売上高につきましては、個人消費の回復力が弱い中で、お客様の立場に立った、商品の品質・価格、サー

ビスの提供に努め、前年同期比2.8％増と好調に推移いたしました。

　売上総利益率につきましては、生鮮食品を中心としたロスの削減と加工食品を中心とした仕入計画と管理の徹

底などにより、前年同期に比べ0.6ポイント改善し、24.6％となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、予算対実績の詳細な分析など効率的な事業運営を推し進め、売上高に

対する比率は21.0％となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は100億87百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益

は４億91百万円（前年同期比18.2％増）、経常利益は４億88百万円（前年同期比19.0％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は３億32百万円（前年同期比23.5％増）となり、各数値はいずれも過去最高となりました。ま

た、１株当たり四半期純利益は58円24銭（前年同期47円15銭）となりました。

 

（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ９億51百万円増加の176億30百

万円となりました。流動資産においては、主に現金及び預金の増加７億78百万円、売掛金の増加２億11百万円及

び商品及び製品の増加１億51百万円に対し、その他の減少55百万円等により、前連結会計年度末に比べ10億86百

万円増加の44億42百万円となりました。固定資産においては、有形固定資産の減少１億４百万円及び投資その他

の資産のその他の減少26百万円等により、前連結会計年度末に比べ１億35百万円減少の131億88百万円となりま

した。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ７億９百万円増加の86億61百万円となりました。流動負債にお

いては、主に買掛金の増加７億97百万円、短期借入金の増加２億17百万円及びその他の増加２億５百万円に対

し、未払法人税等の減少１億58百万円及び賞与引当金の減少１億３百万円等により、前連結会計年度末に比べ９

億51百万円増加の55億56百万円となりました。固定負債においては、退職給付に係る負債の増加12百万円等に対

し、長期借入金の減少１億48百万円及び役員退職慰労引当金の減少67百万円等により、前連結会計年度末に比べ

２億42百万円減少の31億５百万円となりました。
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　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億42百万円増加の89億69百万円となりました。これは主

に、利益剰余金の増加２億47百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は50.9％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（５）従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数について著しい変動はありません。

 

（６）生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありま

せん。

 

（７）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備について著しい変動はありません。

 

（８）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状

と見通しについて重要な変更はありません。

 

（９）経営者の問題意識と今後の方針について

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はあ

りません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,719,320 5,719,320

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

札幌証券取引所

単元株式数100株

計 5,719,320 5,719,320 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年10月１日

～平成27年12月31日
－ 5,719,320 － 1,639,253 － 1,566,100

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     5,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,711,500 57,115 －

単元未満株式 普通株式　　　1,920 － －

発行済株式総数 5,719,320 － －

総株主の議決権 － 57,115 －

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ダイイチ
北海道帯広市西20条

南１丁目14番地47
5,900 － 5,900 0.10

計 － 5,900 － 5,900 0.10

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人シドーによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,459,809 2,238,396

売掛金 350,211 561,996

商品及び製品 990,111 1,141,525

原材料及び貯蔵品 972 849

その他 556,226 501,129

貸倒引当金 △1,500 △1,500

流動資産合計 3,355,831 4,442,397

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,043,191 3,971,654

土地 5,669,137 5,669,137

その他（純額） 1,123,006 1,089,871

有形固定資産合計 10,835,335 10,730,664

無形固定資産   

その他 14,490 14,490

無形固定資産合計 14,490 14,490

投資その他の資産   

敷金及び保証金 873,544 869,547

その他 1,600,244 1,573,560

投資その他の資産合計 2,473,788 2,443,108

固定資産合計 13,323,613 13,188,263

資産合計 16,679,445 17,630,660

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,156,485 2,954,331

短期借入金 － 217,500

1年内返済予定の長期借入金 608,864 601,664

未払法人税等 252,927 94,920

賞与引当金 137,536 33,970

その他 1,448,579 1,653,899

流動負債合計 4,604,392 5,556,286

固定負債   

長期借入金 1,368,513 1,220,097

役員退職慰労引当金 197,192 129,821

退職給付に係る負債 538,309 550,311

資産除去債務 15,978 16,030

その他 1,227,893 1,188,931

固定負債合計 3,347,887 3,105,191

負債合計 7,952,279 8,661,478

 

EDINET提出書類

株式会社ダイイチ(E03340)

四半期報告書

 8/15



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,639,253 1,639,253

資本剰余金 1,566,100 1,566,100

利益剰余金 5,498,963 5,745,991

自己株式 △2,926 △2,926

株主資本合計 8,701,389 8,948,417

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 25,775 20,764

その他の包括利益累計額合計 25,775 20,764

純資産合計 8,727,165 8,969,182

負債純資産合計 16,679,445 17,630,660
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 9,439,648 10,087,288

売上原価 7,169,534 7,610,001

売上総利益 2,270,113 2,477,286

営業収入 130,966 131,356

営業総利益 2,401,080 2,608,642

販売費及び一般管理費 1,985,366 2,117,080

営業利益 415,714 491,562

営業外収益   

受取利息 3,152 3,127

受取配当金 199 208

その他 2,023 1,434

営業外収益合計 5,375 4,771

営業外費用   

支払利息 9,999 7,200

その他 221 214

営業外費用合計 10,221 7,415

経常利益 410,868 488,918

特別損失   

役員退職慰労金 － 29,440

特別損失合計 － 29,440

税金等調整前四半期純利益 410,868 459,478

法人税、住民税及び事業税 83,126 74,701

法人税等調整額 58,360 52,049

法人税等合計 141,486 126,750

四半期純利益 269,382 332,727

親会社株主に帰属する四半期純利益 269,382 332,727
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 269,382 332,727

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6,103 △5,011

その他の包括利益合計 6,103 △5,011

四半期包括利益 275,486 327,716

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 275,486 327,716

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 131,738千円 147,205千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年10月１日　至平成26年12月31日）

　　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月24日

　定時株主総会
普通株式 85,700 15 平成26年９月30日 平成26年12月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年10月１日　至平成27年12月31日）

　　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月22日

　定時株主総会
普通株式 85,699 15 平成27年９月30日 平成27年12月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成26年10月１日　至平成26年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成27年10月１日　至平成27年12月31日）

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、食料品主体のスーパーマーケット事業及びこれらの付帯業務の単

一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（金融商品関係）

　前連結会計年度末（平成27年９月30日）及び当第１四半期連結会計期間末（平成27年12月31日）

　　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイイチ(E03340)

四半期報告書

12/15



（有価証券関係）

　前連結会計年度末（平成27年９月30日）及び当第１四半期連結会計期間末（平成27年12月31日）

　　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　前連結会計年度末（平成27年９月30日）及び当第１四半期連結会計期間末（平成27年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自平成27年10月１日　至平成27年12月31日）

　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 47円15銭 58円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
269,382 332,727

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
269,382 332,727

普通株式の期中平均株式数（株） 5,713,374 5,713,325

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月９日

株式会社ダイイチ

取締役会　御中

 

監査法人シドー

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 菅井　　朗　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　和重　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイイ

チの平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイイチ及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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